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GIGA スクールのまち 垂水 第１回教育講演会 

▶タイムテーブル（令和４年６月 19 日㈰） 

９：５０～スタンバイ 

１０：００～開会 

１０：０１～教育長挨拶及び講師紹介 

１０：０３～講演 

１０：５５～質疑（時間の制限により１人） 

１１：００～解散 

１１：０５～市長との懇談 

１１：１５～講師帰宅 

１１：３０～現地役員解散 

 

▶会場：垂水市文化会館 

▶講演 

・はじめに：自己紹介 

参加者の年代・立場・機器利用についてのア

ンケート（QR コード） 

 

１ なぜ GIGA スクール構想？ 

今年の全国学力・学習状況調査問題から、学

習内容や求められる学力が変わりつつある。 

社会が変わろうとしていることや人口減少

など、子どもたちが大人になった時の生産人

口の減少など、効率化が求められ、IoT、AI、

ビッグデータの活用で問題解決を図らねばな

らないことが予想されている。 

 

２ 垂水らしい GIGA スクール構想とは？ 

「持ち帰り前提」「AI ドリル」「学習面だけでなく生活面でも」「学校の壁を越えた交流の促

進」等、環境設備も充実している。 

他市町村と違う GIGA スクール構想 

参加者中 60 名が回答 
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３ 垂水らしい GIGA スクール構想が目指すもの 

読解力、思考力、表現力等の基礎学力を身に付け、適切にコミュニケーションを図り多様な

考え方の他者と協働し、折り合いを付けながら合意形成できる子供 

日常生活・学校生活の中で ICT を上手に使いこなしながら、新しいことを創造し、課題を

見付け、課題を解決でき、地域や世界に貢献できる人材 

次の社会を形づくる若い世代に対しては、 

「常識や前提にとらわれず、ゼロからイチを生み出す能力」 

「夢中を手放さず一つのことを掘り下げていく姿勢」 

「グローバルな社会課題を解決する意欲」 

「多様性を受容し他者と協働する能力」 

といった、根源的な意識・行動面に至る能力や姿勢が求められる。 

保護者の皆さんへお願い 

これからの社会は大きく変化する。その社会を生きる子供たちを育てる学校も変化しなけ

ればならないが、まだ、その途上であることへの理解を。 ※市長・教育長の理解には感謝 

子供たちに求められることは、基盤は言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力、主

体的な学び、子供が決める、保護者が決めることも納得の上で対話的な学び、コミュニケー

ション、協働、折り合い、深い学び、様々な興味・関心へ夢中になれる何か。 

 

質疑応答 

Q１．「タブレット利用７つの約束」を守らせられない家庭があるのも現状です。どのように守ら

せればよろしいでしょうか？ 

A1.子供とじっくり語りながら子供にルールを決めさせ、決めたルールを守らせていくことも一

つのアイディアです。ただ、一方的なルールの押し付けにならないようにしてください。 

 


